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EST 普及推進委員会（委員長：加藤博和／名古屋大学教授）は、「第 14 回 EST 交通環境大賞」

（主催：EST 普及推進委員会、公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団、後援：国土交通

省、警察庁、環境省、一般社団法人日本自動車工業会、公益社団法人日本バス協会、一般社団法

人日本民営鉄道協会、一般社団法人全国ハイヤー・タクシー連合会）1の各賞を決定しました。 

EST 交通環境大賞は、わが国における EST の更なる普及のために、地域の交通環境対策に関す

る取組事例を発掘し、優れた取組の功績や努力を表彰するとともに、その取組を広く紹介し、普

及を図るために、2009 年度に創設したものです。 

今回は、応募のあった 9 件の中から、EST 普及推進委員会における審査を経て、大賞 2 件、優

秀賞 1 件、奨励賞 1 件を、それぞれ以下のとおり決定しました。 

 

賞 受賞団体名 主な取組の名称 

大 賞 【国土交通大臣賞】 

○伊勢地域公共交通会議 

（三重県
み え け ん

伊勢市
い せ し

）

再エネ由来の電力を使った電気バスの運

行や公共交通の利用促進 

大 賞 【環境大臣賞】 

○一般社団法人陸前高田グリーンスロー

モビリティ、陸前高田市 

（岩手県
いわてけん

陸前高田市
り く ぜん たか た し

）

グリーンスローモビリティ（グリスロ）で

実現する脱炭素と地域課題解決 

優秀賞 

○第一交通産業株式会社   （全国） 全国タクシーEV 化プロジェクト 

奨励賞 ○山口大学都市・社会システム工学研究

室、宇部市公共交通協議会、山口市 

（山口県
やまぐちけん

全域）

公共交通すごろく YAMAGUCHI 

 

表彰式は 5 月 17 日(金)13:30 より東京都千代田区のルポール麹町「ロイヤルクリスタル」に

おいて開催される「第 14 回 EST 普及推進フォーラム」の中で行います。受賞団体による講演

等も予定しています。 

最新の情報は EST ポータルサイト(https://www.estfukyu.jp/)をご覧ください。 

  

 

1主催、後援に加え、公益社団法人土木学会、一般社団法人交通工学研究会、公益社団法人日本交通計画協

会、一般財団法人日本自転車普及協会、一般社団法人日本シェアサイクル協会から協力をいただきました。 

本件に関する問い合わせ 
公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 電話：０３－５８４４－６２６８ 

担当：中道 

プレスリリース 



 

 

  

 

 

 

  

 

【写真】 

左上：三重県と株式会社ポケモンの取組において活躍中の「みえ応援ポケモン」ミジュマルをメ
インとしたポケモンデザインがラッピングされた小型電気バス 2 台を導入し、三重県産の
再生可能エネルギーである「三重美（うま）し国 Green でんき」を使用しています。 

（伊勢地域公共交通会議） 

右上：平日便は市内の団地と商業施設・駅を繋いで走行することで、車を持っていない場合や免
許返納した高齢の方々の楽しく優しい移動手段となっています。また、休日便はドライバ
ーのガイドを聞きながら市街地を周遊できる観光の案内役となっています。 

（一般社団法人陸前高田グリーンスローモビリティ、陸前高田市） 

左下：EV 車の大量導入や、再エネ活用を想定した次世代タクシー営業所構築の計画を開始 

（第一交通産業株式会社） 

右下：鉄道すごろく YAMAGUCHI2023 参加者の様子 

（山口大学都市・社会システム工学研究室、宇部市公共交通協議会、山口市） 
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【大賞 国土交通大臣賞】伊勢地域公共交通会議 

「再エネ由来の電力を使った電気バスの運行や公共交通の利用促進」 

 

 （概要） 

三重県伊勢市は伊勢神宮やおかげ横丁等で有名な観光地として、国内外から多くの観光

客が来訪する。鉄道での来訪客は主に路線バスで移動し、連節バスも導入されている。路線

バスは生活利用にも多く利用されているが、それだけでカバーできない市内主要施設への

移動を確保するため、伊勢市コミュニティバス「おかげバス」が運行している。また伊勢市

は「低炭素なまちづくり」の実現に向けた施策推進や幅広い年齢層への認知を進めており、

公共交通に関しては以下を実施することで、EST 普及推進に取り組んできた。 

【おかげバス環状線の運行】 

 放射状の鉄道・バス路線ではカバーしづらい横移動を補完する「おかげバス環状線」を

2019 年から運行 

 利用実態やニーズ等に合わせて運行ルート・ダイヤ改正や停留所増加を実施し、2020 年

より本格運行・コロナ禍の中でも着実に利用者数が増加 

【再生可能エネルギー由来の電力を使用した電気バスの導入】 

 三重交通株式会社と連携し、2023 年にコミュニティバス用の小型電気バス 2 台を導入 

 小型電気バスには「みえ応援ポケモン」をラッピングし、バスに乗りたい意識を醸成 

 小型電気バスには、三重県産の再生可能エネルギーである「三重美（うま）し国 Green

でんき」を利用 

【市民・交通事業者と協働した利用促進の取組み】 

 「地域の関係者が協働・連携しながら公共交通を支える」という伊勢市地域公共交通網

形成計画の方針のもと、おかげバスと鉄道(近鉄・JR)・路線バスとの乗継割引制度等を

実施 

 市内小学生を対象にバスポスターコンクールを毎年実施。受賞作品を車内掲示し、受賞

した小学生の声で車内放送 

 若者の地域離れを問題視した伊勢市二十歳のつどい実行委員会と有志団体が主体とな

り、バス利用で沿線の飲食店等が割引になる「おかげバスええとこめぐり」を企画・

実施 

 

 （授賞理由） 

おかげバスは実証運行を経て運行方法をブラッシュアップし、着実に利用者数を増加さ

せて年間 10 万人超を達成している。ニーズ分析等を実施し、サービスを改善することで地

域公共交通の利用促進につなげる好事例と評価できる。特に環状線は、郊外に商業施設・総

合病院等が分散立地していても中心駅で乗換不要でアクセスできる路線である。全国各地

で環状方向のバスは試行されてきたが好事例が少なく、コロナ禍でも利用増が続いたこの

路線は特筆すべき成功事例である。 
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この利用者数増加の背景には、地域の関係主体や市民との協力・連携も重要な要素となっ

ている。例えば、鉄道との乗継割引を実現したほか、成人を迎える若者が主体となって、地

域公共交通を積極的に利用するような促進策を実施している点も独創的である。 

さらに一連の取組みのなかで再生可能エネルギーを活用した電気バス導入を継続的に進

めており、ポケモンラッピングにより話題性を高めるなど啓発効果も大きい。 

長い期間にわたる地道な工夫の積み重ねを地域公共交通の維持・活性化の着実な成果に

結び付けて、脱炭素化に寄与していることを評価して、大賞を授与することとした。 
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【大賞 環境大臣賞】一般社団法人陸前高田グリーンスローモビリティ、陸前高田市 

「グリーンスローモビリティ（グリスロ）で実現する脱炭素と地域課題解決」 

 

 （概要） 

岩手県陸前高田市は東日本大震災以降、「ノーマライゼーションという言葉のいらないま

ちづくり（世界に誇れる美しい共生社会のまちづくり）」を基本理念に掲げ、誰一人取り残

さない地域づくりを目指している。一方、復興を進める過程で、災害公営住宅における入居

者の高齢化・孤立化や、整備された観光拠点施設から中心市街地への観光客の回遊不足とい

う新たな課題が顕在化していった。これらの課題解決と共生社会・脱炭素への貢献を目的と

して受賞団体が連携し以下を実施することで、EST 普及推進に取り組んでいる。 

【高齢者の外出支援・観光客の回遊促進に着眼したグリーンスローモビリティの運行】 

 平日は災害公営住宅と買い物施設を結ぶルートで「地域の足」としての移動手段を提供 

 休日は観光客の回遊促進のために、道の駅髙田松原から周辺の商業施設を周遊するル

ートにおいて地域ドライバーのガイド付きで「観光客の足」としての移動手段を提供 

【地域電力会社を中心とした持続可能なグリーンスローモビリティの運行体制の構築】 

 運行体制は一般社団法人陸前高田グリーンスローモビリティを自家用有償旅客運送事

業者として、事業の企画運営を地域電力会社が支援 

 持続可能な運営をするため、グリーンスローモビリティの運行経費の一部を地域電力

会社の収益で補填し、運行を維持する仕組みを構築 

【再生可能エネルギーによる運行を目指したビジョンの共有や設備投資】 

 現在のグリーンスローモビリティの運行電力の一部は、カーポート型太陽光発電シス

テムで供給 

 更なる地産地消の運行電力を推進する協議会を設置し、陸前高田市や地域電力会社を

中心に農業者等と連携し、営農型太陽光発電設備を整備・普及促進する取組みを実施 

 

 （授賞理由） 

東日本大震災からの復興の過程で生じた高齢者の孤立や観光客の回遊不足という課題に

対し、その解決ツールのひとつとしてグリーンスローモビリティを活用している点が評価

できる。グリーンスローモビリティの地域ドライバーが高齢者の外出支援や、観光客への店

舗紹介、地域プロモーションを担っており、社会面・経済面の地域の持続可能性に貢献して

いる。運行の実証を通じてグリーンスローモビリティの社会受容性や利用者ニーズを確認

し、他の公共交通機関との役割の違いも考慮しながら利用しやすい運行サービスを提供し

ている。 

また、地域電力会社が主体的に参加し、地域電力会社の収益の一部をグリーンスローモビ

リティの運行経費に還元するという運営を図り、持続的な運行に対応している点が独創的

である。 

本事業では再生可能エネルギー100％による運行を目指し、その実現に向けて地域電力会

社が主体となって設備投資を積極的に実施しており、本事業が目指す電力の地産地消とそ
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の収益の地域への還元は、地域循環共生圏(ローカル SDGs)の考え方に沿うものと言える。

今後の事業発展が災害復興・脱炭素化・共生等の課題に取り組む他地域にとって優良モデル

となると評価し、大賞を授与することとした。  
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【優秀賞】第一交通産業株式会社 

「全国タクシーEV 化プロジェクト」 

 

 （概要） 

世界的に脱炭素化の機運が高まる中、日本のタクシー業界では、車両台数の 99.9％が化

石燃料車であり、脱炭素化に向けた取組みが遅れている。タクシー事業用の EV 車両は販売

されておらず、特に地方の中小のタクシー事業者では、大規模な設備投資が困難であり、航

続距離への不安等も相まって、製造終了した旧型車両での運行を続けている事例や、中古の

ハイブリッド車を導入している事例が多く見られる。また、全国的に化石燃料車に燃料供給

する LP ガススタンドが減少し、LPG 車両での運行継続に懸念もある。 

第一交通産業グループでは、全国の No1 タクシーネットワーク加盟タクシー台数約 4 万

台によるスケールメリットを活かし、タクシー車両の EV 化に向けて以下を実施することで、

EST 普及推進に取り組んでいる。 

【流し・待機営業、観光等の地域特性に応じた EV によるタクシー事業のモデルケース検証】 

 2021 年度にプロジェクトを開始し、2024 年 3 月 31 日現在 222 台の EV タクシーを導入 

 まずは需要の多い都市部での実証実験を通じて、日常の業務での航続距離や充電方式

(普通・急速)、充電回数等を検証し、安定して運行できる条件を検証 

 小規模なタクシー営業所において、電力系統を大きく変更せずに EV タクシーを運用す

るモデルケースとして、北九州市内の営業所を「次世代タクシー営業所」に改良中 

【商社やタクシー業界の若手、自治体と連携した EV 普及促進】 

 配車システムで協働する企業等と連携してエネルギーマネジメントシステムを開発中 

 DX 等に関心の高い若手から成る事業者の青年会と連携し、EV タクシーを普及推進 

 自治体に EV 車両導入に係る協調補助制度の整備を働きかけ、加盟事業者に情報展開 

【EV タクシーの普及促進につながる商品等の開発】 

 EV メーカーと連携し、乗合タクシー事業に活用できるような車両開発等を推進 

 自治体・交通事業者・商社・旅行会社と連携し、EV タクシー利用の観光周遊商品開発 

 

 （授賞理由） 

タクシー業界の EV 普及を推進するため、自社で EV タクシーを積極的に導入し、EV タク

シー運用について様々な実証や普及促進を図っている点に適時性・話題性がある。全国での

加盟ネットワークを活かして、EV タクシーの導入によって得られた走行データや充電デー

タ等をもとに、航続距離や 1 日の営業で必要となる充電回数、充電時間等を検証し、多様な

地域特性（都市規模・台数・営業スタイルや、住民・観光需要）に応じて導入しやすいモデ

ルケースを構築している。 

LP ガススタンド減少による燃料補給時間増加に対し営業所で EV を充電することによる

労働時間削減や、環境意識の高い若年層や女性によるドライバー不足解消等、タクシー業界

の抱える課題解決にも貢献している。タクシー業界全体の脱炭素化を推進するだけではな

く、特に地方部の交通課題解決に寄与している点を評価して、優秀賞を授与することとした。
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【奨励賞】山口大学都市・社会システム工学研究室、宇部市公共交通協議会、山口市 

「公共交通すごろく YAMAGUCHI」 

 

 （概要） 

地方部ではクルマに過度に依存した生活からの脱却にあたり、観光地への公共交通アク

セスに関する情報が少ない、公共交通を利用するきっかけがないという課題を抱えている。

それに対し、公共交通への関心を高め、利用促進を図るために、公共交通を利用した移動の

創出や目的地の情報提供を実施した。具体的には、大学の研究室が主体となり、山口県内で

公共交通の利用機会を創出する以下の内容のイベントを 3 年間で計 6 回開催することで、

EST 普及推進に取り組んでいる。 

 有名なゲームのアイデアから着想を得て、「実際の公共交通機関に乗車してすごろくゲ

ームをしゴールとなる駅を目指す」イベントを開催 

 「待ち時間が長い・本数が少ない・駅周辺に何もない」という地方の公共交通のマイナ

ス要素を、逆転の発想で高いゲーム性へ転換させる方策として、下車した駅周辺を散策

して撮影した写真にもポイントを付与するフォトコンテストを併催し、「公共交通と徒

歩で訪れることができる魅力ある風景や目的地」を発見する仕掛けを設定 

 地元店舗や鉄道路線の利用促進協議会と連携し、参加者に特典やノベルティを提供 

 

（授賞理由） 

本取組みは、実際の公共交通機関を利用してすごろくゲームをするという取組みであり、

新規性・独創性がある。地方部の公共交通機関の弱みを逆に活かして、地域の魅力を発掘し、

さらに魅力発掘に対してインセンティブを追加している点が特徴的である。また、クルマで

しか移動しない人をターゲットにして、公共交通機関を利用する目的や公共交通機関を利

用するメリットを明確に打ち出している。 

現状はイベントの規模が小さく、参加者数が少ないが、宇部市や山口県とも連携して取組

みを進めており、今後、取組みの更なる発展が期待できる。地方部におけるクルマ依存から

の改善の一助になる取組みであることを評価し、更なる発展を期待して、奨励賞を授与する

こととした。  
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ＥＳＴ普及推進委員会 

 

（敬称略） 

 

 

○委員長 

加藤 博和 名古屋大学大学院環境学研究科 教授 

 

○委員 

稲田 浩二 公益社団法人日本バス協会 常務理事 

武井 謙二 一般社団法人日本自動車工業会 次世代モビリティ領域１部 担当部長 

谷口 綾子 筑波大学システム情報系 教授 

辻 正剛  一般社団法人全国ハイヤー・タクシー連合会 常務理事 

野澤 和行 一般社団法人日本民営鉄道協会 常務理事 

森本 章倫 早稲田大学理工学術院創造理工学部 教授 

（以上、五十音順） 

清水 充  国土交通省総合政策局 環境政策課長 

宮地 広樹 警察庁交通局交通規制課 課長補佐 

酒井 雅彦 環境省水・大気環境局 モビリティ環境対策課長 

 

○事務局 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

 

以上 

 


